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地域振興にむけた土地利用調査費等を可決
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サッカー

スポーツを通して心と体を鍛える場所が、スポーツ少年団だと思いま
す。
練習日には、グランドに子どもとチーフの元気な声が響いています。

１・２年生はボールと仲間と友達になることから始まり、３年生以上は個人
チーム練習をします。できない団

員には個別指導することもあり、できなかった事ができた時は素晴らしい
笑顔です。３年生以上は自由参加練習もあり、練習後半には２チームに分
け試合をして、いつも真剣で大盛り上がりです。年に数回親子サッカーの
試合は大盛り上がりで、親も子も素敵な笑顔を見せてくれます。
こんな活動を通じて子どもたちも成長し、指導者も子どもから学ぶこと

も多く共に成長します。
最後に、サッカーに少しでも興味を持ったらぜひ一度遊びに来てね。

サッカー好きな子　集まれ！　

坪井　純一

◎議長、副議長抱負を語る
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町議会　をクリック　　

町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

次回の定例会は、９月２日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問は、９月９日（月）午前９時３０分からの予定）委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　水野　 晃  　

委　　員　坪井 武成／安藤 春一

　　　　　岩村みゆき

剣道

豊山町スポーツ少年団剣道は、毎週日曜、主に豊山小学校体育館で練
習を行っています。スポーツを通じて子どもたちの健全な体と心を養う
というスポ少精神のもと、剣道独自の礼儀作法や年功序列を守ることで

自然と先輩が後輩の面倒を見る
ようになる。というように、子どもたちの品格を養っていくことを私たち
指導員は大きな目的の一つにしています。
夏は蒸し暑い中、防具を身につけ、冬は凍てつく床を裸足で稽古する

のはつらいものです。練習前に泣いていた子も稽古後は不思議とみん
な笑顔です。そしていつの間にか皆６年生まで頑張り胸を張って卒業し
ていってくれます。
剣道に興味を持たれた方、いつでも入団をお待ちしています。

楽しく　清く　正しく

河合　晴美

　とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日
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所属委員会・派遣議員決まる

５月９日臨時会で、２５年度新人事が決まる

○６月議会は議長として２年目、ご感想はいかがですか。
　　緊張しましたよ。会議の流れ、間の取り方に気を遣いました。

○議長としての抱負をお話いただけますか。
　　まず、昨年１２月発足した議会改革等特別委員会を含む４委員会（福祉建設委員

　会、総務文教委員会、議会改革等特別委員会、議会運営委員会）の意見交換を

　一層活発にしたいですね。そのため、委員長会を多く開催し、各委員会との連携

　を強化したいと思っています。

　　本町は今年、航空宇宙産業の拠点として飛躍する大事な年となります。当町へ

　の生産拠点進出は、新たな雇用を生み出します。それに伴い、生活住環境、交通

　等にも変化が生じます。議会として、住民の皆様にお答えできるよう努力してま

　いります。

○議会に望むことは何ですか。
　　そうですね。議会のさらなる活性化です。

○町民の皆様にお話したいことがありますか。
　　ぜひ、議会に関心を持って、活動を見守ってください。定例会の傍聴にも、おいでいただきたいと思います。

○副議長の任務は、どのような事と思いますか。
　　大変責任ある任務をいただいたと思います。同時にその使命の重要さを痛

　感しております。

　　私の任務は、議会を代表する議長をサポートし、より良い議会を作っていくこ

　とだと心得ています。

○副議長としての抱負をお聞かせ下さい。
　　近隣市町の首長、役所関係者の方々とお会いする機会が増えました。いろい

　ろお話もお聞きできて大変勉強になります。

　　どの自治体も多くの問題を抱えながら行政改革に取り組んでいます。町の発

　展と住民の皆様の身近な議会となるよう努めていきたいと思います。

（聞き手は議会広報編集副委員長　水野晃）

筒井俊秋 議長

大口司郎 副議長

福祉建設委員会

定　数／６名
生活福祉部、経済建設部の
所管事項の調査、条例・予
算などの審査をします。

委員長／今村一正　　副委員長／粟田昌子
委　員／尾野康雄 ・ 野﨑隆子 ・ 坪井武成
　　　　筒井俊秋

総務文教委員会

定　数／６名
総務部、教育部の所管事項
の調査、条例・予算などの
審査をします。

議会運営委員会

定　数／5名
議会運営や議長の諮問に関する事項を協議し
ます。
委員長／今村一正　　副委員長／安藤春一
委　員／熊沢直紀 ・ 粟田昌子 ・ 尾野康雄

委員長／水野　晃　    副委員長／青山克己
委　員／熊沢直紀 ・ 大口司郎 ・ 安藤春一
　　　　岩村みゆき

一部事務組合議会派遣議員

北名古屋水道企業団／
　　　　　筒井俊秋 ・ 水野　晃
北名古屋衛生組合／
　　　　　大口司郎 ・ 今村一正
西春日井広域事務組合／
　　　　　筒井俊秋 ・ 水野　晃
尾張東部火葬場管理組合／
　　　　　大口司郎 ・ 今村一正 ・ 青山克己
尾張農業共済事務組合／
　　　　　粟田昌子

監査委員

安藤春一

広報編集委員会

定　数／5名
年４回議会広報「とよやま」を発行します。
委員長／粟田昌子　　副委員長／水野　晃
委　員／坪井武成 ・ 安藤春一 ・ 岩村みゆき

定例会のあらまし　　会期：６月３日（月）～17日（月）
  3日（月） 本会議（議案上程、説明）　　  10日（月） 一般質問

11日（火） 本会議（議案質疑）　　　　　13日（木） 福祉建設委員会

14日（金） 総務文教委員会　　　　　　17日（月） 本会議（委員会報告、討論、採決）

TOPICS
筒井俊秋議長、
大口司郎副議長
抱負を語る

とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日
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Q.青山保育園の民間委託導入の検討は
見過ごせない

地域振興にむけた土地利用調査費等を可決

　主な内容は、
①障害者雇用促進法に基づき、町の障害者職員は２名の雇
用が必要となる。そのため、新たに１名を雇用する。
②空港周辺地区の活用として新たな工業地を形成し、地
域振興に向けた土地利用調査を実施する。
③風しん予防接種の受診者に対し、助成する。

その他の審議結果
・工事請負契約の締結

　工事契約を行うもので今回は、伊勢山の神戸地区約１１３１ｍの下水道工事を
平成２６年３月２０日まで実施する。

・「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書の提出　（賛成８　反対３　可決）

中央にも手すりの設置が望まれる階段

一般会計補正予算

議会改革、足元固め確実に前進、進行中！

○一般質問の一問一答方式実施に向けて議論
　３、４月、大口町議会の一問一答方式による一般質問傍聴と視察。６月、扶桑町議会

の一問一答方式一般質問を傍聴した。豊山町議会改革等特別委員会では、全員協議

会に諮り、一問一答方式の導入に向け議論を重ねている。

○先例や申し合わせ事項の明文化を検討
　伝聞等であいまいな事柄があり、解釈で食い違いが生じたりするために、申し合わ

せ事項を明文化することにした。７０余におよぶ事柄を一つ一つ吟味している。

議会改革等特別委員会報告

６月定例会では
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QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日

A.導入時に保護者、利用者に説明会を
開催し、理解を求める 野﨑 隆子 議員

Q.
公
共
施
設
の
階
段
に
適
切
な

手
す
り
の
設
置
な
ど
改
善
を

A.
大
規
模
改
修
時
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

新
法
に
適
合
す
る
よ
う
改
修
す
る

　
社
教
セ
ン
タ
ー
の

階
段
に
は
そ
れ
ら
し

い
手
す
り
が
な
く
、
障
害
者

や
高
齢
者
な
ど
が
階
段
を
利

用
す
る
に
は
難
儀
で
あ
る
。

昇
り
と
降
り
る
と
き
は
逆
に

な
る
た
め
、
階
段
の
左
右
両

側
か
中
央
に
設
置
が
望
ま
れ

る
。
小
学
校
の
階
段
は
片
方

し
か
な
い
。

　
公
共
施
設
の
点
検
整
備
を
。

　
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
63
年
に

建
築
し
た
も
の
で
、
ハ
ー
ト

ビ
ル
法
に
適
合
し
な
い
箇
所

も
あ
る
。
総
合
的
に
構
造
物

の
強
度
を
判
定
す
る
必
要
も

あ
り
、
将
来
的
に
大
規
模
改

修
を
行
う
際
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
新
法
（
旧
ハ
ー
ト
ビ
ル

法
）
に
適
合
す
る
よ
う
改
修

す
る
。

　
学
校
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
の
一
部
階
段
を
除
き
、
全
て

片
側
に
手
す
り
が
設
置
済
み

で
あ
る
。

AA

　
町
立
保
育
園
の
民

営
化
は
町
政
始
ま
っ

て
以
来
の
こ
と
。

　
児
童
福
祉
、
人
権
保
障
機

関
で
あ
る
公
的
責
任
を
放
棄

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　
弱
肉
強
食
、
利
益
追
求
の

企
業
参
入
に
町
政
の
舵
を
き

る
こ
と
に
な
る
。
企
業
の
都

合
で
閉
鎖
も
。
見
過
ご
せ
な

い
。
保
育
士
不
足
は
、
永
年

正
規
保
育
士
を
採
用
し
て
こ

な
か
っ
た
か
ら
。
民
営
化
の

検
討
を
止
め
、
正
規
保
育
士

の
採
用
や
非
正
規
保
育
士
の

待
遇
改
善
を
進
め
、
保
育
の

充
実
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

　
人
口
増
加
地
区
の

保
育
需
要
が
著
し

く
、
早
急
に
方
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
民
間
事

業
所
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で

き
る
指
定
管
理
者
制
度
を
視

野
に
入
れ
、
本
年
４
月
16
日

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
検
討
を
開
始
し

た
。
導
入
時
に
は
、
保
育
園

や
な
か
よ
し
会
の
保
護
者
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
利
用
者
に

説
明
会
を
開
催
し
、
理
解
を

求
め
、
議
会
に
は
保
育
園
設

置
条
例
の
改
正
、
指
定
管
理

業
者
の
承
認
議
決
を
求
め

る
。

　
な
お
、
保
育
園
運
営
が
指

定
管
理
者
で
も
町
は
設
置
者

と
し
て
責
任
を
負
う
の
で
保

育
が
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
。

QQ

QQ

AA

Q.青山保育園の民間委託導入の検討は
見過ごせない

地域振興にむけた土地利用調査費等を可決

　主な内容は、
①障害者雇用促進法に基づき、町の障害者職員は２名の雇
用が必要となる。そのため、新たに１名を雇用する。
②空港周辺地区の活用として新たな工業地を形成し、地
域振興に向けた土地利用調査を実施する。
③風しん予防接種の受診者に対し、助成する。

その他の審議結果
・工事請負契約の締結

　工事契約を行うもので今回は、伊勢山の神戸地区約１１３１ｍの下水道工事を
平成２６年３月２０日まで実施する。

・「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書の提出　（賛成８　反対３　可決）

中央にも手すりの設置が望まれる階段

一般会計補正予算

議会改革、足元固め確実に前進、進行中！

○一般質問の一問一答方式実施に向けて議論
　３、４月、大口町議会の一問一答方式による一般質問傍聴と視察。６月、扶桑町議会

の一問一答方式一般質問を傍聴した。豊山町議会改革等特別委員会では、全員協議

会に諮り、一問一答方式の導入に向け議論を重ねている。

○先例や申し合わせ事項の明文化を検討
　伝聞等であいまいな事柄があり、解釈で食い違いが生じたりするために、申し合わ

せ事項を明文化することにした。７０余におよぶ事柄を一つ一つ吟味している。

議会改革等特別委員会報告

６月定例会では



A.食品摂取多様性スコアを
健康手帳に盛り込む 岩村 みゆき 議員

　
豊
山
町
の
高
齢
化

率
が
20
％
を
越
え

た
。
医
療
費
な
ど
さ
ら
に
、

自
治
体
に
負
担
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
今
、
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で

①
要
介
護
・
要
支
援
の
観
点

で
は
、
低
栄
養
を
防
ぐ
事

が
大
切
で
あ
る
。
調
査
・

対
策
は
。

食
品
摂
取
多
様
性
ス
コ
ア

を
利
用
し
て
は
。

②
高
齢
者
の
地
域
で
の
孤

立
・
引
き
こ
も
り
予
防
、

社
会
参
加
を
促
す
た
め
、

シ
ニ
ア
ピ
ア
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
考
え
て
は
。

ま
ず
、
講
習
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

③
要
介
護
に
な
る
４
分
の
１

は
運
動
器
の
障
害
で
あ

る
。※

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
普
及
に
と
よ

や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
い
、

ロ
コ
モ
体
操
な
ど
、
健
康

体
操
運
動
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
。

　
①
毎
年
、
高
齢

者
対
象
と
す
る
生

活
機
能
調
査
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
低
栄

養
状
態
者
の
方
に
健
康
教

室
や
訪
問
指
導
で
改
善
に

向
け
た
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
。
食
品
摂
取
多
様
性

ス
コ
ア
の
有
効
性
を
検
証

し
、
健
康
手
帳
へ
盛
り
込

む
こ
と
を
検
討
す
る
。

②
認
知
症
の
対
策
は
、予
防
、

早
期
発
見
及
び
早
期
治
療

が
重
要
で
、
健
康
ほ
っ
と

サ
ロ
ン
な
ど
介
護
予
防
事

業
教
室
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
傾
聴
は
、
相
手
の

話
を
共
感
・
受
容
し
て
聴

く
こ
と
で
引
き
こ
も
り
や

認
知
症
予
防
に
も
有
効
で

聞
く
側
、
話
す
側
も
元
気

に
な
る
。
今
後
、
講
習
の

開
催
を
検
討
す
る
。

③
と
よ
や
ま
健
康
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
成

人
・
高
齢
者
は
運
動
不
足

で
あ
る
。

現
在
の
教
室
で
ロ
コ
モ
体

操
を
実
施
す
る
。
そ
の
状

況
を
豊
山
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

放
映
す
る
な
ど
普
及
に
努

め
る
。

※

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）

と
は
、
片
足
立
ち
で
靴
下
が

履
け
な
い
。
家
の
中
で
つ
ま

ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
状

態
を
い
う
。

QQ

AA

Q.健康寿命を延ばす対策を Q.防犯カメラの設置を
A.町有施設内に設置する

　
西
枇
杷
島
署
管
内

で
空
巣
被
害
急
増
と

の
新
聞
報
道
。

　
本
町
で
も
１
月
〜
３
月
で

16
件
の
発
生
。（
前
年
５
件
）

　
現
在
、
昼
・
夜
間
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
警
戒
ス

テ
ッ
カ
ー
の
配
付
等
の
対
策

を
進
め
て
い
る
。
が
、
緊
急

事
態
に
即
応
す
る
に
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
急
務
。

　
こ
の
件
は
、「
犯
罪
の
抑

止
」
か
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
」
か
が
、
問
わ
れ
る
。

が
、
各
々
の
地
域
や
様
々
な

分
野
で
、
そ
の
防
止
能
力
や

威
力
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
町
内
の
要
所
に
設

置
す
る
。
そ
の
結
果
を
検
証

し
、
町
民
個
々
に
設
置
を
奨

励
す
る
施
策
に
繋
が
れ
ば
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

　
町
内
で
は
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
空
き

巣
や
車
上
狙
い
が
多
発
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
防
犯
協

会
と
豊
山
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
て
い
る
ほ
か
、
防
犯
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、
防
犯

へ
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

　
し
か
し
、
ま
す
ま
す
凶
悪

化
、
多
様
化
す
る
犯
罪
を
抑

止
す
る
に
は
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。

　
本
町
の
行
政
面
積
と
町
民

の
生
活
範
囲
、
犯
罪
の
発
生

状
況
な
ど
か
ら
、
最
も
効
果

的
な
設
置
場
所
、
方
法
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
主
要
幹

線
道
路
に
面
し
た
町
有
施
設

内
に
設
置
し
、
施
設
外
の
幹

線
街
路
を
記
録
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
が
最
適
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
及
び
運
用
に
は
、
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
多
く
の

課
題
が
あ
る
。
今
後
、
設
置

に
向
け
て
早
急
に
内
部
で
課

題
を
整
理
し
、
効
果
的
な
設

置
場
所
の
選
定
や
運
用
方
法

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

QQ

AA

安藤 春一 議員
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なるべく色々な種類の食品をとりましょう

犯罪抑止につながる防犯カメラ



A.食品摂取多様性スコアを
健康手帳に盛り込む 岩村 みゆき 議員

　
豊
山
町
の
高
齢
化

率
が
20
％
を
越
え

た
。
医
療
費
な
ど
さ
ら
に
、

自
治
体
に
負
担
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
今
、
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で

①
要
介
護
・
要
支
援
の
観
点

で
は
、
低
栄
養
を
防
ぐ
事

が
大
切
で
あ
る
。
調
査
・

対
策
は
。

食
品
摂
取
多
様
性
ス
コ
ア

を
利
用
し
て
は
。

②
高
齢
者
の
地
域
で
の
孤

立
・
引
き
こ
も
り
予
防
、

社
会
参
加
を
促
す
た
め
、

シ
ニ
ア
ピ
ア
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
考
え
て
は
。

ま
ず
、
講
習
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

③
要
介
護
に
な
る
４
分
の
１

は
運
動
器
の
障
害
で
あ

る
。※

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
普
及
に
と
よ

や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
い
、

ロ
コ
モ
体
操
な
ど
、
健
康

体
操
運
動
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
。

　
①
毎
年
、
高
齢

者
対
象
と
す
る
生

活
機
能
調
査
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
低
栄

養
状
態
者
の
方
に
健
康
教

室
や
訪
問
指
導
で
改
善
に

向
け
た
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
。
食
品
摂
取
多
様
性

ス
コ
ア
の
有
効
性
を
検
証

し
、
健
康
手
帳
へ
盛
り
込

む
こ
と
を
検
討
す
る
。

②
認
知
症
の
対
策
は
、予
防
、

早
期
発
見
及
び
早
期
治
療

が
重
要
で
、
健
康
ほ
っ
と

サ
ロ
ン
な
ど
介
護
予
防
事

業
教
室
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
傾
聴
は
、
相
手
の

話
を
共
感
・
受
容
し
て
聴

く
こ
と
で
引
き
こ
も
り
や

認
知
症
予
防
に
も
有
効
で

聞
く
側
、
話
す
側
も
元
気

に
な
る
。
今
後
、
講
習
の

開
催
を
検
討
す
る
。

③
と
よ
や
ま
健
康
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
成

人
・
高
齢
者
は
運
動
不
足

で
あ
る
。

現
在
の
教
室
で
ロ
コ
モ
体

操
を
実
施
す
る
。
そ
の
状

況
を
豊
山
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

放
映
す
る
な
ど
普
及
に
努

め
る
。

※

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）

と
は
、
片
足
立
ち
で
靴
下
が

履
け
な
い
。
家
の
中
で
つ
ま

ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
状

態
を
い
う
。

QQ

AA

Q.健康寿命を延ばす対策を Q.防犯カメラの設置を
A.町有施設内に設置する

　
西
枇
杷
島
署
管
内

で
空
巣
被
害
急
増
と

の
新
聞
報
道
。

　
本
町
で
も
１
月
〜
３
月
で

16
件
の
発
生
。（
前
年
５
件
）

　
現
在
、
昼
・
夜
間
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
警
戒
ス

テ
ッ
カ
ー
の
配
付
等
の
対
策

を
進
め
て
い
る
。
が
、
緊
急

事
態
に
即
応
す
る
に
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
急
務
。

　
こ
の
件
は
、「
犯
罪
の
抑

止
」
か
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
」
か
が
、
問
わ
れ
る
。

が
、
各
々
の
地
域
や
様
々
な

分
野
で
、
そ
の
防
止
能
力
や

威
力
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
町
内
の
要
所
に
設

置
す
る
。
そ
の
結
果
を
検
証

し
、
町
民
個
々
に
設
置
を
奨

励
す
る
施
策
に
繋
が
れ
ば
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

　
町
内
で
は
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
空
き

巣
や
車
上
狙
い
が
多
発
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
防
犯
協

会
と
豊
山
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
て
い
る
ほ
か
、
防
犯
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、
防
犯

へ
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

　
し
か
し
、
ま
す
ま
す
凶
悪

化
、
多
様
化
す
る
犯
罪
を
抑

止
す
る
に
は
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。

　
本
町
の
行
政
面
積
と
町
民

の
生
活
範
囲
、
犯
罪
の
発
生

状
況
な
ど
か
ら
、
最
も
効
果

的
な
設
置
場
所
、
方
法
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
主
要
幹

線
道
路
に
面
し
た
町
有
施
設

内
に
設
置
し
、
施
設
外
の
幹

線
街
路
を
記
録
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
が
最
適
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
及
び
運
用
に
は
、
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
多
く
の

課
題
が
あ
る
。
今
後
、
設
置

に
向
け
て
早
急
に
内
部
で
課

題
を
整
理
し
、
効
果
的
な
設

置
場
所
の
選
定
や
運
用
方
法

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

QQ

AA

安藤 春一 議員

67

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日

なるべく色々な種類の食品をとりましょう

犯罪抑止につながる防犯カメラ



青
山 

克
己 

議
員

Q.
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
導
入
は

A.
全
体
的
な
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る

　
原
則
、
小
学
校
は

学
級
担
任
制
、
中
学

校
は
教
科
担
任
制
で
あ
る

が
、
小
学
校
に
お
い
て
、
専

門
性
の
高
い
教
師
が
い
る
場

合
は
一
部
の
教
科
に
つ
い
て
、

年
間
を
通
じ
て
特
定
の
学
年

の
全
学
級
を
指
導
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
。

　
文
部
科
学
省
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
調
査
で
は
、
一
部

の
教
科
で
教
科
担
任
制
を
実

施
し
て
い
る
学
校
が
増
加
し

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担

任
制
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か

の
先
行
研
究
が
報
告
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、

生
徒
指
導
面
で
の
効
果
が
上

が
る
、
教
師
の
授
業
づ
く
り

に
関
す
る
負
担
が
軽
減
で
き

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
弾
力
的
な

授
業
運
営
が
難
し
い
、
児
童

と
の
人
間
関
係
の
構
築
に
時

間
を
要
す
る
な
ど
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今

後
、
全
体
的
な
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

AA

　
小
学
校
（
５
年
・

６
年
）
の
教
科
担
任

制
は
、
成
績
の
向
上
、
中
学

校
へ
の
移
行
も
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
。
問
題
も
多
々
あ
る
と

は
思
う
が
、
今
後
こ
う
し
た

課
題
に
つ
い
て
、
導
入
の
方

向
で
研
究
・
検
討
し
て
ゆ
く

考
え
は
あ
る
か
。

QQ

89

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日

A.全教師が協力して道徳教育を展開

熊沢 直紀 議員

Q.道徳教育の教科化について

　
安
倍
内
閣
発
足
に

よ
り
、
道
徳
教
育
の

教
科
化
が
議
論
提
言
さ
れ
て

い
る
。

　
本
年
４
月
の
読
売
新
聞

「
道
徳
」
の
教
科
化
の
調
査

に
よ
る
と
「
賛
成
」
は
84
％

で
「
反
対
」
は
わ
ず
か
10
％

と
の
こ
と
。

　
現
在
、
道
徳
の
時
間
の
実

態
は
、
各
教
科
の
格
下
げ
扱

い
を
さ
れ
て
お
り
、
未
履
修

が
一
番
多
い
ら
し
い
。
特
に

中
学
校
で
は
、
道
徳
の
時
間

は
他
の
行
事
に
振
り
変
え
ら

れ
や
す
い
と
の
こ
と
。
さ
ら

に
副
読
本
を
ま
と
め
て
買
っ

て
棚
に
置
い
て
お
き
、
何
年

も
使
い
ま
わ
す
と
い
う
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
も
あ

る
ら
し
い
。

　
教
師
の
考
え
を
述
べ
指
導

す
れ
ば
、「
や
っ
て
は
い
け
な

い
教
え
込
み
を
や
り
ま
し
た

ね
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
で
は

子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
は
な

か
な
か
育
た
な
い
で
は
な
い

か
。

　
い
ろ
い
ろ
述
べ
た
が
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
の
教
育
長
の

所
見
を
問
う
。

　
道
徳
の
教
科
化

に
つ
い
て
は
、
世
論

の
動
向
が
未
だ
定
ま
っ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
町
内
の
各
小
中
学
校
で

は
、
年
度
初
め
に
道
徳
教
育

の
全
体
計
画
を
立
て
、
全
教

師
が
協
力
し
て
道
徳
教
育
を

展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
道

徳
の
時
間
に
つ
い
て
も
、
全

学
年
が
、
法
で
定
め
ら
れ
た

標
準
時
間
以
上
実
施
し
て
い

る
。

　
副
読
本
に
つ
い
て
も
学
年
一

人
一
冊
配
布
し
て
お
り
、
他
学

年
と
共
有
は
し
て
い
な
い
。

　
道
徳
の
時
間
は
、
教
育
活

動
の
様
々
な
場
面
で
培
わ
れ

た
道
徳
性
を
補
っ
た
り
、
深

め
た
り
、
道
徳
的
価
値
に
目

覚
め
さ
せ
た
り
、
自
己
の
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た

り
す
る
時
間
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
教
師
側
か
ら
一

定
の
考
え
を
植
え
付
け
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
道
徳
以
外
の

教
育
指
導
の
中
で
は
教
師
の

考
え
を
述
べ
、
直
接
的
な
指

導
を
す
る
こ
と
は
あ
り
得

る
。

QQ

AA

ハイ！　せんせい！現在使われている道徳の教科書



青
山 

克
己 

議
員

Q.
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
導
入
は

A.
全
体
的
な
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る

　
原
則
、
小
学
校
は

学
級
担
任
制
、
中
学

校
は
教
科
担
任
制
で
あ
る

が
、
小
学
校
に
お
い
て
、
専

門
性
の
高
い
教
師
が
い
る
場

合
は
一
部
の
教
科
に
つ
い
て
、

年
間
を
通
じ
て
特
定
の
学
年

の
全
学
級
を
指
導
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
。

　
文
部
科
学
省
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
調
査
で
は
、
一
部

の
教
科
で
教
科
担
任
制
を
実

施
し
て
い
る
学
校
が
増
加
し

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担

任
制
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か

の
先
行
研
究
が
報
告
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、

生
徒
指
導
面
で
の
効
果
が
上

が
る
、
教
師
の
授
業
づ
く
り

に
関
す
る
負
担
が
軽
減
で
き

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
弾
力
的
な

授
業
運
営
が
難
し
い
、
児
童

と
の
人
間
関
係
の
構
築
に
時

間
を
要
す
る
な
ど
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今

後
、
全
体
的
な
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

AA

　
小
学
校
（
５
年
・

６
年
）
の
教
科
担
任

制
は
、
成
績
の
向
上
、
中
学

校
へ
の
移
行
も
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
。
問
題
も
多
々
あ
る
と

は
思
う
が
、
今
後
こ
う
し
た

課
題
に
つ
い
て
、
導
入
の
方

向
で
研
究
・
検
討
し
て
ゆ
く

考
え
は
あ
る
か
。
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QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日

A.全教師が協力して道徳教育を展開

熊沢 直紀 議員

Q.道徳教育の教科化について

　
安
倍
内
閣
発
足
に

よ
り
、
道
徳
教
育
の

教
科
化
が
議
論
提
言
さ
れ
て

い
る
。

　
本
年
４
月
の
読
売
新
聞

「
道
徳
」
の
教
科
化
の
調
査

に
よ
る
と
「
賛
成
」
は
84
％

で
「
反
対
」
は
わ
ず
か
10
％

と
の
こ
と
。

　
現
在
、
道
徳
の
時
間
の
実

態
は
、
各
教
科
の
格
下
げ
扱

い
を
さ
れ
て
お
り
、
未
履
修

が
一
番
多
い
ら
し
い
。
特
に

中
学
校
で
は
、
道
徳
の
時
間

は
他
の
行
事
に
振
り
変
え
ら

れ
や
す
い
と
の
こ
と
。
さ
ら

に
副
読
本
を
ま
と
め
て
買
っ

て
棚
に
置
い
て
お
き
、
何
年

も
使
い
ま
わ
す
と
い
う
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
も
あ

る
ら
し
い
。

　
教
師
の
考
え
を
述
べ
指
導

す
れ
ば
、「
や
っ
て
は
い
け
な

い
教
え
込
み
を
や
り
ま
し
た

ね
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
で
は

子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
は
な

か
な
か
育
た
な
い
で
は
な
い

か
。

　
い
ろ
い
ろ
述
べ
た
が
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
の
教
育
長
の

所
見
を
問
う
。

　
道
徳
の
教
科
化

に
つ
い
て
は
、
世
論

の
動
向
が
未
だ
定
ま
っ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
町
内
の
各
小
中
学
校
で

は
、
年
度
初
め
に
道
徳
教
育

の
全
体
計
画
を
立
て
、
全
教

師
が
協
力
し
て
道
徳
教
育
を

展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
道

徳
の
時
間
に
つ
い
て
も
、
全

学
年
が
、
法
で
定
め
ら
れ
た

標
準
時
間
以
上
実
施
し
て
い

る
。

　
副
読
本
に
つ
い
て
も
学
年
一

人
一
冊
配
布
し
て
お
り
、
他
学

年
と
共
有
は
し
て
い
な
い
。

　
道
徳
の
時
間
は
、
教
育
活

動
の
様
々
な
場
面
で
培
わ
れ

た
道
徳
性
を
補
っ
た
り
、
深

め
た
り
、
道
徳
的
価
値
に
目

覚
め
さ
せ
た
り
、
自
己
の
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た

り
す
る
時
間
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
教
師
側
か
ら
一

定
の
考
え
を
植
え
付
け
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
道
徳
以
外
の

教
育
指
導
の
中
で
は
教
師
の

考
え
を
述
べ
、
直
接
的
な
指

導
を
す
る
こ
と
は
あ
り
得

る
。

QQ

AA

ハイ！　せんせい！現在使われている道徳の教科書



QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

坪
井 

武
成 

議
員

Q.
航
空
宇
宙
産
業
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

A.
着
実
に
事
業
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

　
当
面
は
、
現
在
計

画
さ
れ
て
い
る
区
域

で
、
事
業
者
が
着
実
に
事
業

展
開
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。
さ
ら
な
る
用
地
手
当

て
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
は
、

プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

産
業
立
地
を
誘
導
す
る
と
位

置
付
け
て
い
る
地
区
な
ど
を

活
用
す
る
可
能
性
を
含
め
、

適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

A.多様なライフスタイルに適合した
移動手段の確立を目指す 水野 晃 議員

　
①
高
齢
者
や
障
害

者
の
外
出
支
援
策
、

既
存
タ
ク
シ
ー
の
活
用
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
、※

デ
マ
ン
ド
運
行

と
併
せ
て
、
24
年
度
の
検

討
を
問
う
。

②
名
古
屋
市
バ
ス
と
の
連
携

に
つ
い
て
、
新
し
い
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
問
う
。

③
今
後
と
も
、
高
齢
者
の
バ

ス
運
行
の
あ
り
方
、
近
隣

市
町
と
の
共
同
運
行
な
ど

公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る

課
題
は
多
い
。
小
さ
な
町

の
理
想
の
公
共
交
通
に
つ

い
て
問
う
。

※

デ
マ
ン
ド
運
行
と
は
、
利

用
者
が
希
望
す
る
乗
降
場
所

や
時
刻
な
ど
の
要
求
に
応
じ

て
、
乗
り
合
い
方
式
で
運
行

す
る
。
過
疎
に
よ
っ
て
路
線

バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
後
の
交

通
手
段
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。

 

　
①
公
共
交
通
実

態
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果
を
詳
細
に
分
析

し
、
公
共
交
通
施
策
に
活

か
し
て
行
く
。

②
名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た

広
域
連
携
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
中
で
、
名
古
屋

市
の
総
務
局
や
交
通
局
と

連
携
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
行
く
。

③
民
間
航
空
機
の
生
産
・
整

備
拠
点
立
地
に
伴
う
需
要

増
と
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
適
合
し
た
移
動
手

段
の
確
立
を
目
指
す
。

QQ

AA

Q.豊山町の公共交通のあり方は 　
航
空
宇
宙
産
業

は
、
本
町
の
地
域
性

か
ら
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
。
町
の
将
来
を
考
え
た

場
合
、
先
の
誘
致
策
調
査

報
告
書
を
参
考
と
し
た
将

来
計
画
が
必
要
。

　
航
空
機
関
連
企
業
は
、

業
種
が
業
種
だ
け
に
か
な
り

の
敷
地
を
必
要
と
す
る
。

先
般
発
表
の
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
西
側
へ
の
航
空
機
の
生

産
・
整
備
拠
点
並
び
に
広

域
防
災
拠
点
の
位
置
付
け

を
考
え
た
と
き
、
将
来
的

に
は
狭
小
と
思
う
。
国
県
の

用
地
と
と
も
に
町
の
用
地
も

利
用
計
画
に
盛
り
込
ん
で
は

ど
う
か
。
報
告
書
に
お
い
て

も
、
暗
に
現
状
計
画
用
地

で
は
将
来
不
足
と
述
べ
て
い

る
。

　
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

老
朽
化
あ
る
い
は
狭
小
で
再

建
の
時
が
来
る
。
特
に
プ
ー

ル
は
、
超
高
齢
化
社
会
に
よ

り
健
康
づ
く
り
、
健
康
維

持
、
リ
ハ
ビ
リ
と
年
間
利
用

の
時
代
に
な
る
。
プ
ー
ル
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ほ
か
に
移
し

用
地
を
関
連
産
業
に
利
用

さ
せ
る
考
え
は
。

QQ

AA

デマンド交通のシステム

生産・整備拠点に隣接するプールとグラウンド
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QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

坪
井 

武
成 

議
員

Q.
航
空
宇
宙
産
業
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

A.
着
実
に
事
業
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

　
当
面
は
、
現
在
計

画
さ
れ
て
い
る
区
域

で
、
事
業
者
が
着
実
に
事
業

展
開
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。
さ
ら
な
る
用
地
手
当

て
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
は
、

プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

産
業
立
地
を
誘
導
す
る
と
位

置
付
け
て
い
る
地
区
な
ど
を

活
用
す
る
可
能
性
を
含
め
、

適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

A.多様なライフスタイルに適合した
移動手段の確立を目指す 水野 晃 議員

　
①
高
齢
者
や
障
害

者
の
外
出
支
援
策
、

既
存
タ
ク
シ
ー
の
活
用
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
、※

デ
マ
ン
ド
運
行

と
併
せ
て
、
24
年
度
の
検

討
を
問
う
。

②
名
古
屋
市
バ
ス
と
の
連
携

に
つ
い
て
、
新
し
い
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
問
う
。

③
今
後
と
も
、
高
齢
者
の
バ

ス
運
行
の
あ
り
方
、
近
隣

市
町
と
の
共
同
運
行
な
ど

公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る

課
題
は
多
い
。
小
さ
な
町

の
理
想
の
公
共
交
通
に
つ

い
て
問
う
。
※

デ
マ
ン
ド
運
行
と
は
、
利

用
者
が
希
望
す
る
乗
降
場
所

や
時
刻
な
ど
の
要
求
に
応
じ

て
、
乗
り
合
い
方
式
で
運
行

す
る
。
過
疎
に
よ
っ
て
路
線

バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
後
の
交

通
手
段
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。

 

　
①
公
共
交
通
実

態
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果
を
詳
細
に
分
析

し
、
公
共
交
通
施
策
に
活

か
し
て
行
く
。

②
名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た

広
域
連
携
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
中
で
、
名
古
屋

市
の
総
務
局
や
交
通
局
と

連
携
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
行
く
。

③
民
間
航
空
機
の
生
産
・
整

備
拠
点
立
地
に
伴
う
需
要

増
と
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
適
合
し
た
移
動
手

段
の
確
立
を
目
指
す
。

QQ

AA

Q.豊山町の公共交通のあり方は 　
航
空
宇
宙
産
業

は
、
本
町
の
地
域
性

か
ら
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
。
町
の
将
来
を
考
え
た

場
合
、
先
の
誘
致
策
調
査

報
告
書
を
参
考
と
し
た
将

来
計
画
が
必
要
。

　
航
空
機
関
連
企
業
は
、

業
種
が
業
種
だ
け
に
か
な
り

の
敷
地
を
必
要
と
す
る
。

先
般
発
表
の
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
西
側
へ
の
航
空
機
の
生

産
・
整
備
拠
点
並
び
に
広

域
防
災
拠
点
の
位
置
付
け

を
考
え
た
と
き
、
将
来
的

に
は
狭
小
と
思
う
。
国
県
の

用
地
と
と
も
に
町
の
用
地
も

利
用
計
画
に
盛
り
込
ん
で
は

ど
う
か
。
報
告
書
に
お
い
て

も
、
暗
に
現
状
計
画
用
地

で
は
将
来
不
足
と
述
べ
て
い

る
。

　
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

老
朽
化
あ
る
い
は
狭
小
で
再

建
の
時
が
来
る
。
特
に
プ
ー

ル
は
、
超
高
齢
化
社
会
に
よ

り
健
康
づ
く
り
、
健
康
維

持
、
リ
ハ
ビ
リ
と
年
間
利
用

の
時
代
に
な
る
。
プ
ー
ル
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ほ
か
に
移
し

用
地
を
関
連
産
業
に
利
用

さ
せ
る
考
え
は
。

QQ

AA
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名
古
屋
豊
山
稲
沢

線
を
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
か
ら
南
進
し
、
左
折
し

て
旧
道
に
入
る
豊
場
の
交
差

点
。
新
し
い
道
路
の
開
通
に

伴
い
、
進
入
路
が
分
か
り
づ

ら
い
。

　
夜
間
や
雨
天
時
な
ど
は
特

に
見
に
く
い
。

　
以
前
、
近
く
に
あ
っ
た
横

断
歩
道
が
な
く
な
り
、
北
側

と
南
側
に
は
大
型
の
街
路
灯

が
あ
り
、
進
入
路
が
見
に
く

く
な
っ
た
。
カ
ラ
ー
舗
装
交

差
点
に
す
る
な
ど
工
夫
が
欲

し
い
。

　
ま
た
、
こ
の
交
差
点
を
北

QQ＆AA
一般質問

Q.青山保育園とさざんかの
指定管理者導入を問う

A.プロジェクトチームで検討する

　
ス
カ
イ
プ
ー
ル
や

供
用
施
設
は
指
定
管

理
さ
れ
て
い
る
。
導
入
後
、

検
証
は
さ
れ
た
か
。
検
証
結

果
の
報
告
を
。

　
航
空
館
ブ
ー
ン
の
職
員
体

制
も
、
臨
時
職
員
で
十
分
や

れ
る
と
の
話
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
正
規
職
員
を
配
置

し
た
の
を
手
始
め
に
、
現
在

で
は
再
任
用
職
場
と
な
っ
て

い
る
。
検
証
は
。
そ
の
検
証

結
果
を
議
会
に
報
告
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
ス
カ
イ
プ
ー
ル
・

供
用
施
設
に
つ
い
て

は
、
19
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

現
在
も
指
定
管
理
し
て
い

る
。
条
例
に
基
づ
き
、
年
度

ご
と
各
指
定
管
理
者
か
ら
事

業
報
告
書
を
提
出
さ
せ
て
お

り
、
検
証
し
て
い
る
。
両
施

設
の
検
証
の
結
果
、
利
用
人

数
、
利
用
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。

AA

　
①
検
討
の
進
み
具

合
は
。

②
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
公
立
保
育
園
を
指
定
管
理

に
す
る
理
由
は
。

④
保
育
園
運
営
と
さ
ざ
ん
か

の
管
理
は
同
じ
業
者
か
。

　
①
４
月
16
日
の
指

定
管
理
者
導
入
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

以
降
、
５
月
ま
で
に
３
回

の
会
議
を
開
催
し
、
小
牧

市
へ
調
査
に
出
向
い
た
。

②
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
活
力

の
導
入
で
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア

イ
デ
ア
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節

減
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
保

育
士
が
町
採

用
で
な
い
こ
と

と
業
務
の
範

囲
や
仕
様
の

協
定
事
務
な

ど
事
務
量
が

増
加
。

③
青
山
地
区
の

人
口
増
加
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

児
童
館
及
び

青
山
保
育
園

の
今
後
に
お

け
る
施
設
の
あ
り
方
を
研

究
す
る
必
要
が
急
務
と
な

り
、
指
定
管
理
者
制
度
を

含
め
た
検
討
を
す
る
た

め
。

な
お
、
指
定
管
理
者
に
移

行
し
て
も
保
育
園
の
設
置

者
は
豊
山
町
で
、
管
理
責

任
も
負
う
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
指
定

管
理
者
と
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
複
合
施
設

を
一
体
的
に
管
理
す
る
観

点
か
ら
同
一
の
業
者
と
す

る
こ
と
も
可
能
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
課
題
と

し
て
い
る
。

QQ

QQ

AA

QQ＆AA
一般質問

粟田 昌子 議員

Q.ＰＤＣＡ
（計画・実行・検証・行動）は、
機能しているか

A.条例に基づき、
事業報告をさせている

尾
野 

康
雄 

議
員

Q.
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て

A.
県
道
か
ら
町
道
へ
誘
導
す
る
た
め
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
困
難

進
し
て
す
ぐ
に
左
折
し
て
役

場
方
面
へ
行
く
場
合
、
進
入

口
か
ら
右
に
カ
ー
ブ
し
て
直

線
と
な
る
。
進
入
口
の
道
幅

を
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

　
県
道
名
古
屋
豊
山

稲
沢
線
と
町
道
55
号

線
57
号
線
と
の
交
差
点
部
の

見
通
し
が
悪
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
県
道
の
車
道
外
側
線

を
生
活
道
路
へ
巻
き
込
む
形

で
処
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
交
差
の
目
安
と
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
県

道
か
ら
町
道
へ
単
に
誘
導
の

た
め
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
は
困

難
で
あ
る
。

　
県
道
名
古
屋
豊
山
稲
沢
線

と
町
道
２
号
線
（
旧
県
道
）

の
交
差
点
の
幅
員
を
拡
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
道
路
構

造
令
に
よ
り
交
差
す
る
車
道

を
横
断
す
る
距
離
が
短
く
、

交
差
部
分
の
面
積
を
小
さ
く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
見
通
し

が
良
く
な
り
安
全
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
。
こ
の
基
準
に

基
づ
き
直
角
に
交
差
し
て
お

り
、
現
在
の
形
状
が
最
も
適

当
と
考
え
る
。

QQ

AA
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名
古
屋
豊
山
稲
沢

線
を
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
か
ら
南
進
し
、
左
折
し

て
旧
道
に
入
る
豊
場
の
交
差

点
。
新
し
い
道
路
の
開
通
に

伴
い
、
進
入
路
が
分
か
り
づ

ら
い
。

　
夜
間
や
雨
天
時
な
ど
は
特

に
見
に
く
い
。

　
以
前
、
近
く
に
あ
っ
た
横

断
歩
道
が
な
く
な
り
、
北
側

と
南
側
に
は
大
型
の
街
路
灯

が
あ
り
、
進
入
路
が
見
に
く

く
な
っ
た
。
カ
ラ
ー
舗
装
交

差
点
に
す
る
な
ど
工
夫
が
欲

し
い
。

　
ま
た
、
こ
の
交
差
点
を
北

QQ＆AA
一般質問

Q.青山保育園とさざんかの
指定管理者導入を問う

A.プロジェクトチームで検討する

　
ス
カ
イ
プ
ー
ル
や

供
用
施
設
は
指
定
管

理
さ
れ
て
い
る
。
導
入
後
、

検
証
は
さ
れ
た
か
。
検
証
結

果
の
報
告
を
。

　
航
空
館
ブ
ー
ン
の
職
員
体

制
も
、
臨
時
職
員
で
十
分
や

れ
る
と
の
話
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
正
規
職
員
を
配
置

し
た
の
を
手
始
め
に
、
現
在

で
は
再
任
用
職
場
と
な
っ
て

い
る
。
検
証
は
。
そ
の
検
証

結
果
を
議
会
に
報
告
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
ス
カ
イ
プ
ー
ル
・

供
用
施
設
に
つ
い
て

は
、
19
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

現
在
も
指
定
管
理
し
て
い

る
。
条
例
に
基
づ
き
、
年
度

ご
と
各
指
定
管
理
者
か
ら
事

業
報
告
書
を
提
出
さ
せ
て
お

り
、
検
証
し
て
い
る
。
両
施

設
の
検
証
の
結
果
、
利
用
人

数
、
利
用
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。

AA

　
①
検
討
の
進
み
具

合
は
。

②
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
公
立
保
育
園
を
指
定
管
理

に
す
る
理
由
は
。

④
保
育
園
運
営
と
さ
ざ
ん
か

の
管
理
は
同
じ
業
者
か
。

　
①
４
月
16
日
の
指

定
管
理
者
導
入
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

以
降
、
５
月
ま
で
に
３
回

の
会
議
を
開
催
し
、
小
牧

市
へ
調
査
に
出
向
い
た
。

②
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
活
力

の
導
入
で
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア

イ
デ
ア
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節

減
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
保

育
士
が
町
採

用
で
な
い
こ
と

と
業
務
の
範

囲
や
仕
様
の

協
定
事
務
な

ど
事
務
量
が

増
加
。

③
青
山
地
区
の

人
口
増
加
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

児
童
館
及
び

青
山
保
育
園

の
今
後
に
お

け
る
施
設
の
あ
り
方
を
研

究
す
る
必
要
が
急
務
と
な

り
、
指
定
管
理
者
制
度
を

含
め
た
検
討
を
す
る
た

め
。

な
お
、
指
定
管
理
者
に
移

行
し
て
も
保
育
園
の
設
置

者
は
豊
山
町
で
、
管
理
責

任
も
負
う
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
指
定

管
理
者
と
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
複
合
施
設

を
一
体
的
に
管
理
す
る
観

点
か
ら
同
一
の
業
者
と
す

る
こ
と
も
可
能
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
課
題
と

し
て
い
る
。

QQ

QQ

AA

QQ＆AA
一般質問

粟田 昌子 議員

Q.ＰＤＣＡ
（計画・実行・検証・行動）は、
機能しているか

A.条例に基づき、
事業報告をさせている

尾
野 

康
雄 

議
員

Q.
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て

A.
県
道
か
ら
町
道
へ
誘
導
す
る
た
め
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
困
難

進
し
て
す
ぐ
に
左
折
し
て
役

場
方
面
へ
行
く
場
合
、
進
入

口
か
ら
右
に
カ
ー
ブ
し
て
直

線
と
な
る
。
進
入
口
の
道
幅

を
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

　
県
道
名
古
屋
豊
山

稲
沢
線
と
町
道
55
号

線
57
号
線
と
の
交
差
点
部
の

見
通
し
が
悪
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
県
道
の
車
道
外
側
線

を
生
活
道
路
へ
巻
き
込
む
形

で
処
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
交
差
の
目
安
と
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
県

道
か
ら
町
道
へ
単
に
誘
導
の

た
め
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
は
困

難
で
あ
る
。

　
県
道
名
古
屋
豊
山
稲
沢
線

と
町
道
２
号
線
（
旧
県
道
）

の
交
差
点
の
幅
員
を
拡
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
道
路
構

造
令
に
よ
り
交
差
す
る
車
道

を
横
断
す
る
距
離
が
短
く
、

交
差
部
分
の
面
積
を
小
さ
く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
見
通
し

が
良
く
な
り
安
全
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
。
こ
の
基
準
に

基
づ
き
直
角
に
交
差
し
て
お

り
、
現
在
の
形
状
が
最
も
適

当
と
考
え
る
。
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1213
とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日

進入路が分かりにくい交差点

指定管理者導入検討中の青山保育園とさざんか



どう
なった 防災士育成補助金

制度を創設した

答弁 防災士資格取得の
補助制度を検討する

定例会での一般質問が、１年後どのように反映されたかを追跡！
今回は、昨年6月定例会の中から選んでみた。

どうなったあの答弁あ
の1年前の 質問

質問 防災士の活用で
地域の防災力アップを

どう
なった ６月上旬、非構造部材の

点検を終了した

答弁 安全点検は
年度内に実施する

質問 学校の天井や
照明器具などの
非構造部材の耐震化は

どう
なった ２４年度は町道５０２号線など、

下水道工事とあわせて付近の
道路の整備を行った

答弁 状況に応じて
速やかに対応する

質問 道路の白線、
街路灯の整備は

1415
とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日

A.総合的に検討する
今村 一正 議員

　
近
年
、
町
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
た
。
町
内
活
動
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
次
の

事
を
聞
く
。

①
産
学
官
連
携
強
化
の
う
ち

産
官
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
や
、
調
査
・
研
究
の

取
り
組
み
と
成
果
は
。

②「
航
空
宇
宙
産
業
を
核
と

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

の
、
参
加
団
体
や
議
題
及

び
そ
の
成
果
は
。

③「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
へ

参
加
し
て
い
な
い
企
業
の

実
態
把
握
は
で
き
て
い
る

か
。

④
町
内
活
動
企
業
と
の
情
報

交
換
は
し
て
い
る
の
か
。

⑤
過
去
３
年
間
に
、
企
業
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
や
意

見
の
内
容
及
び
、
そ
の
件

数
を
聞
く
。

⑥
行
政
指
導
で
、
町
内
企
業

と
名
刺
交
換
会
等
の
交
流

を
も
う
け
て
は
ど
う
か
。

⑦
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い

て
今
後
の
考
え
は
。

　

　
①
②
空
港
周
辺

進
出
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
企
業
立

地
推
進
基
礎
調
査
な
ど
を

行
っ
た
。「
航
空
宇
宙
産

業
を
核
と
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
の
実
現
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

③
平
成
24
年
度
末
現
在
の
商

工
会
加
入
企
業
は
、
５
６

７
事
業
所
、
町
法
人
会
加

入
企
業
は
、
１
８
３
と
な
っ

て
い
る
。

④
第
四
次
総
合
計
画
で
は
４

名
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
１
名
の
民
間

事
業
者
の
方
に
参
画
し
て

い
た
だ
い
た
。

⑤
総
合
計
画
、
有
識
者
懇
談

会
で
、空
港
利
用
の
促
進
・

Ｐ
Ｒ
や
空
港
施
設
の
有
効

利
用
等
に
関
す
る
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

⑥
商
工
会
主
催
の
新
春
互
礼

会
に
、
町
も
参
加
し
て
い

る
。
町
主
催
で
の
名
刺
交

換
会
等
の
交
流
の
場
を
設

け
る
考
え
は
な
い
。

⑦
当
面
は
、「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
長
期
的
に
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

土
地
利
用
状
況
を
注
視
し

つ
つ
、「
都
市
の
発
展
の

動
向
」、「
人
口
及
び
産
業

の
将
来
の
見
通
し
」
の
確

実
性
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
見
直
し
の
適
切
な
時

期
を
見
極
め
た
い
。

QQ

AA

Q.企業との連携で協働のまちづくり

QQ＆AA
一般質問

新たなまちづくりのために

防災士になるには、日本防災士
機構の資格試験に合格する必要
がある。２５年度より、この研修
の受講料、資格試験の受験料、
防災士認定登録料等を助成する

地域での防災リーダーを育成
する必要性から、防災士資格
取得の補助制度の導入に向
け検討する

４小中学校の点検が全て終わ
り、今後、優先順位の高いと
ころから、耐震化工事などの
検討に入る

各学校における非構造部材に
ついて十分な確認ができない
状況にある。点検を年度内に
実施したい

２５年度の消防団員の点検後、
中之町、新田、伊勢山など
消火栓枠の表示が整備され
た

道路の白線、交通安全灯の
整備については、速やかに対
応する。消防団の点検に消火
栓枠表示を加え、順次、補修・
点検を行うよう要請する

民間資格であるが、防災力
向上にとても役立つものであ
る。住民の方への補助制度
導入の考えはあるか

地震などの災害時には、学校は避
難所でもある。天井や照明器具の落
下、窓ガラスの破損など人的被害を
防ぐための対策として、非構造部材
の耐震化はどこまでできているか

停止線や白線や十字など薄れて
見えなくなっている箇所がある。
交通安全上白線の整備は必要と
考える。あわせて、消火栓取口
の黄色の枠も整備してはどうか
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地域振興にむけた土地利用調査費等を可決
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サッカー

スポーツを通して心と体を鍛える場所が、スポーツ少年団だと思いま
す。
練習日には、グランドに子どもとチーフの元気な声が響いています。

１・２年生はボールと仲間と友達になることから始まり、３年生以上は個人
チーム練習をします。できない団

員には個別指導することもあり、できなかった事ができた時は素晴らしい
笑顔です。３年生以上は自由参加練習もあり、練習後半には２チームに分
け試合をして、いつも真剣で大盛り上がりです。年に数回親子サッカーの
試合は大盛り上がりで、親も子も素敵な笑顔を見せてくれます。
こんな活動を通じて子どもたちも成長し、指導者も子どもから学ぶこと

も多く共に成長します。
最後に、サッカーに少しでも興味を持ったらぜひ一度遊びに来てね。

サッカー好きな子　集まれ！　

坪井　純一

◎議長、副議長抱負を語る
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町議会　をクリック　　

町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

次回の定例会は、９月２日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問は、９月９日（月）午前９時３０分からの予定）委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　水野　 晃  　

委　　員　坪井 武成／安藤 春一

　　　　　岩村みゆき

剣道

豊山町スポーツ少年団剣道は、毎週日曜、主に豊山小学校体育館で練
習を行っています。スポーツを通じて子どもたちの健全な体と心を養う
というスポ少精神のもと、剣道独自の礼儀作法や年功序列を守ることで

自然と先輩が後輩の面倒を見る
ようになる。というように、子どもたちの品格を養っていくことを私たち
指導員は大きな目的の一つにしています。
夏は蒸し暑い中、防具を身につけ、冬は凍てつく床を裸足で稽古する

のはつらいものです。練習前に泣いていた子も稽古後は不思議とみん
な笑顔です。そしていつの間にか皆６年生まで頑張り胸を張って卒業し
ていってくれます。
剣道に興味を持たれた方、いつでも入団をお待ちしています。

楽しく　清く　正しく

河合　晴美

　とよやま議会だよりNO.１２5　平成２５年8月１日
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みんなの願いがかないますようにみんなの願いがかないますように
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